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5
月
3
日
憲
法
記
念
日
の

午
前
中
、
平
成
つ
つ
じ
公
園

で
「
戦
争
法
Ｎ
Ｏ
！
ね
り
ま

集
会
実
行
委
員
会
」
に
よ
る

集
会
＆
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

こ
れ
は
、
同
日
午
後
に
行

わ
れ
た
有
明
防
災
公
園
で
の

「
改
憲
発
議
を
許
さ
な
い
！

守
ろ
う
平
和
と
い
の
ち
と
く

ら
し

2
0
2
2
憲
法
大
集

会
」
（
1
万
5
千
人
参
加
）

に
呼
応
し
た
練
馬
の
と
り
く

み
で
す
。

当
日
は
好
天
に
も
恵
ま

れ
、
平
和
団
体
や
女
性
団
体

な
ど
幅
広
い
市
民
団
体
や
政

党
、
労
働
組
合
に
加
え
多
く

の
グ
ル
ー
プ
・
個
人
が
立
場

の
違
い
を
超
え
て
結
集
し
、

実
行
委
員
会
の
予
想
を
大
き

く
超
え
る
2
3
0
人
（
練
馬

支
部
50
人
）
が
練
馬
駅
周
辺

を
パ
レ
ー
ド
。
「
い
か
そ
う

憲
法
！
ま
も
ろ
う
平
和
！
」

と
区
民
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し

た
。集

会
に
は
、
練
馬
か
ら
立

憲
野
党
の
国
会
議
員
と
し
て

当
選
し
た
山
岸
一
生
（
9

区
）
、
鈴
木
庸
介
（
10
区
）

の
両
衆
議
院
議
員
も
駆
け
つ

け
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
に
加
え
、
建
設
資
材

の
高
騰
が
追
い
打
ち
を
か
け
仲
間

の
仕
事
と
暮
ら
し
は
厳
し
さ
を
増

し
て
い
ま
す
。
一
方
、
ロ
シ
ア
の

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
対
す
る
怒
り

と
1
日
も
早
い
撤
退
を
求
め
る
声

が
国
内
外
で
大
き
く
ひ
ろ
が
る
な

か
、
こ
れ
に
乗
じ
て
「
敵
基
地
攻

撃
能
力
の
保
有
」
と
軍
拡
な
ど
平

和
に
逆
行
す
る
動
き
も
強
ま
っ
て

い
ま
す
。
練
馬
支
部
は
、
4
月
の

定
期
大
会
を
受
け
、
仲
間
の
暮
ら

し
と
仕
事
、
平
和
と
憲
法
を
守
る

運
動
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

4
月
12
日
、
「
3
・
13
重

税
反
対
ね
り
ま
区
民
パ
レ
ー

ド
＆
集
団
申
告
」
が
、
東
コ

ー
ス
（
平
成
つ
つ
じ
公
園
↓

練
馬
東
税
務
署
）

と
西
コ
ー
ス
（
あ

か
し
あ
児
童
公
園

↓
練
馬
西
税
務

署
）
の
二
つ
の
コ

ー
ス
で
実
施
。
練

馬
支
部
か
ら
は
89

人
が
参
加
し
、「
消

費
税
を
5
％
に
戻

せ
」
「
零
細
事
業

者
の
仕
事
を
奪
う

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

の
導
入
は
中
止
せ

よ
」
と
訴
え
ま
し

た
。イ

ン
ボ
イ
ス
制

度
の
中
止
は
今
年

が
正
念
場
で
す
。

こ
の
間
、
東
京
土

建
は
各
支
部
で
集

め
た
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
反
対
の
署
名
を
、
紹
介

議
員
を
増
や
し
な
が
ら
国
会

に
提
出
し
て
き
ま
し
た
。
こ

う
し
た
な
か
、
14
人
が
紹
介

議
員
と
な
っ
た
立
憲
民
主
党

が
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
を
廃
止

す
る
法
案
を
衆
議
院
に
提
出

し
ま
し
た
。
東

京
土
建
の
署
名

運
動
が
政
党
を

動
か
し
て
い
ま

す
。練

馬
支
部

は
、
6
月
28
日

に
予
定
さ
れ
て

い
る
区
内
の
幅

広
い
事
業
者
を

集
め
た
イ
ン
ボ

イ
ス
導
入
中
止

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
に
参
加
し
、

反
対
の
世
論
を
さ
ら
に
広
げ

て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
苦
境
に
立
っ

て
い
る
仲
間
が
、
連
日
、
事

業
復
活
支
援
金
の
相
談
と
申

請
で
支
部
を
訪
れ
て
い
ま

す
。
事
業
復
活
支
援
金
は
、

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
昨
年
11
月

か
ら
今
年
3
月
ま
で
の
ひ
と

月
の
売
り
上
げ
が
過
去
3
年

の
同
月
と
比
較
し
て
、
30
％

な
い
し
50
％
減
少
し
た
事
業

者
に
最
大
50
万
円
（
一
人
親

方
含
む
個
人
事
業
主
）
な
い

し
1
0
0
万
円（
中
小
法
人
）

が
支
給
さ
れ
る
制
度
で
す
。

4
月
に
入
っ
て
相
談
件
数
は

1
0
0
件
を
超
え
て
い
ま

す
。支

援
金
の
申
請
は
5
月
末

ま
で
。
過
去
に
青
色
申
告
会

や
金
融
機
関
・
税
理
士
の
事

前
確
認
を
受
け
て
一
時
支
援

金
、
月
次
支
援
金
を
申
請
し

た
仲
間
は
、
直
ち
に
申
請
が

可
能
で
す
。
該
当
す
る
仲
間

は
急
い
で
支
部
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

35
年
ぶ
り
の
一
騎
打
ち
と
な

っ
た
4
月
17
日
投
開
票
の
練
馬

区
長
選
挙
。
現
職
の
前
川
あ
き

お
氏
が
3
選
を
果
た
し
た
も
の

の
、
吉
田
健
一
候
補
は
2
1
4

3
票
差
と
い
う
僅
差
に
迫
り
、

善
戦
し
ま
し
た
。

今
回
の
区
長
選
で
、
練
馬
支

部
は
、
党
派
選
挙
で
は
な
い
区

長
選
挙
の
性
質
を
踏
ま
え
、
建

設
労
働
者
の
処
遇
改
善
に
つ
な

が
る
公
契
約
条
例
の
制
定
な
ど

吉
田
候
補
と
政
策
協
定
を
結

び
、組
合
と
し
て
推
薦
を
決
定
。

4
月
2
日
の
支
部
定
期
大
会
に

も
吉
田
候
補
が
来
賓
と
し
て
出

席
し
ま
し
た
。

区
長
選
挙
の
結
果
に
つ
い

て
、
マ
ス
コ
ミ
も
「
説
明
不
十

分
な
区
立
保
育
園
の
突
然
の
閉

演
」
や
「
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
区

政
運
営
」
な
ど
「
区
政
へ
の
不

満
が
か
つ
て
な
く
高
ま
っ
て
い

る
表
れ
」
（
「
東
京
新
聞
」
）

と
報
じ
ま
し
た
。
【
関
連
記
事

2
面
】

▼
ロ
シ
ア
の

ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
略
を
機

に
、
政
府
自

民
党
は
、「
敵

基
地
攻
撃
能

力
」
を
備
え

る
た
め
「
防
衛
費
を
Ｇ
Ｎ
Ｐ

の
2
％
」
に
増
や
す
と
い
う

▼
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
名
を
馳
せ

た
対
戦
車
ミ
サ
イ
ル
「
ジ
ャ

ベ
リ
ン
」
の
値
段
は
一
発
2

千
万
円
、
破
壊
さ
れ
る
ロ
シ

ア
の
戦
車
は
1
台
4
億
円
と

も
い
わ
れ
る
。
2
0
2
1
年

の
世
界
の
軍
事
支
出
は
前
年

比
0
・
7
％
増
の
2
兆
1
0

0
0
億
ド
ル
（
約
2
7
0
兆

円
）
で
過
去
最
高
額
を
更
新

し
た
▼
日
本
の
軍
事
費
は
5

4
1
億
ド
ル
で
世
界
9
位
。

前
年
比
7
・
3
％
増
は
世
界

で
ダ
ン
ト
ツ
だ
。
補
正
予
算

を
加
え
る
と
日
本
円
で
6
兆

円
を
超
え
る
。
ド
イ
ツ
や
フ

ラ
ン
ス
に
肩
を
並
べ
る
金
額

だ
。
Ｇ
Ｎ
Ｐ
の
2
％
と
な
れ

ば
年
間
10
兆
円
を
超
え
る
。

ロ
シ
ア
に
匹
敵
す
る
立
派
な

「
軍
事
大
国
」
だ
。
そ
れ
で

「
敵
基
地
攻
撃
能
力
」
を
持

つ
な
ら
、
「
専
守
防
衛
」
な

ど
世
界
中
の
誰
も
信
じ
な
い

だ
ろ
う
▼
軍
拡
競
争
に
ゴ
ー

ル
は
な
い
。
そ
も
そ
も
隣
人

同
士
が
ナ
イ
フ
を
持
っ
て
対

峙
す
る
の
を
「
平
和
」
と
は

言
わ
な
い
。
日
本
は
戦
争
の

反
省
か
ら
憲
法
で
ナ
イ
フ
を

持
た
な
い
と
決
め
た
。
軍
事

費
倍
増
で
は
な
く
、
こ
の
意

味
を
も
う
一
度
考
え
、
行
動

す
る
こ
と
こ
そ
日
本
に
必
要

で
は
な
か
ろ
う
か
（
文
）
。

2022年 区長選（投票率31．95％）
得票数
95，540
93，397

党派名
無所属
無所属

候補者氏名
前川 あきお
吉田 健一

仲
間
に
寄
り
添
う
事
業
復
活
支
援
金
の
相
談
活
動

支
部
へ
の
相
談
は
4
月
で
1
0
0
件
を
超
え
る

仲間の暮らしと仕事、
平和を守る大運動を

仲間の暮らしと仕事、
平和を守る大運動を

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
糾
弾
！
改
憲
Ｎ
Ｏ
！

「
ね
り
ま
集
会
＆
パ
レ
ー
ド
」に
2
3
0
人
が
結
集

練
馬
東
税
務
署
に
向
か
う
パ
レ
ー
ド

消
費
税
の
減
税
と
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
廃
止
を

「
ね
り
ま
区
民
パ
レ
ー
ド
＆
集
団
申
告
」

〝いかそう憲法 まもろう平和〞千川通りをパレード

吉
田
健
一
候
補
が

2
1
4
3
票
差
に
迫
る
大
善
戦

吉
田
健
一
候
補
が

2
1
4
3
票
差
に
迫
る
大
善
戦

練馬区長選挙練馬区長選挙

2022年2022年
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春
の
拡
大
月
間
は
、
5
月

12
日
現
在
、
目
標
2
3
5
人

に
対
し
1
1
8
人
の
加
入
成

果
で
、
貫
井
分
会
と
石
神
井

台
分
会
、
北
事
業
所
分
会
が

そ
れ
ぞ
れ
月
間
目
標
を
達
成

し
て
い
ま
す
。

春
は
事
業
所
の
新
入
職
者

の
加
入
が
多
く
な
り
ま
す

が
、
組
合
員
の
つ
な
が
り
か

ら
の
加
入
も
生
ま
れ
て
い
ま

す
。
新
大
泉
分
会
で
は
、
独

立
し
て
個
人
事
業
主
と
な
っ

た
仲
間
が
、
組
合
内
事
業
所

で
働
く
組
合
員
の
紹
介
で
、

国
保
、
一
人
親
方
労
災
と
セ

ッ
ト
で
組
合
に
加
入
し
ま
し

た
。
ま
た
、
谷
原
台
分
会
で

は
4
月
27
日
の
群
三
役
学
習

会
に
初
め
て
参
加
し
た
分
会

内
事
業
所
の
事
業
主
が
、
組

合
の
制
度
を
利
用
さ
せ
た
い

と
外
注
さ
ん
5
人
を
紹
介
し

加
入
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

ま
わ
り
の
建
設
業
で
働
く

仲
間
に
「
困
り
ご
と
が
あ
れ

ば
組
合
に
相
談
を
」
の
輪
を

ひ
ろ
げ
ま
し
ょ
う
。

7
月
3
日
開
催
予
定
の

「
分
会
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会
」
に
向
け
、
旭
町

光
が
丘
分
会
は
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
サ
ー
ク
ル
を
立
ち
上

げ
、
4
月
24
日
に
光
が
丘

公
園
で
、
初
練
習
を
行
い

ま
し
た
。

同
分
会
で
は
、
サ
ー
ク

ル
の
立
ち
上
げ
と
部
員
募

集
の
よ
び
か
け
チ
ラ
シ
を

つ
く
り
、
4
月
の
群
会
議

で
配
布
。
こ
れ
ま
で
組
合

活
動
に
参
加
し
た
こ
と
の

な
い
6
人
を
含
む
14
人
の

組
合
員
が
集
ま
り
ま
し

た
。
天
野
一
也
分
会
長
は

「
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
通
じ

て
集
ま
っ
た
仲
間
の
交
流

を
深
め
て
い
き
た
い
」
と

語
っ
て
い
ま
す
。

初
練
習
に
集
ま
っ
た
サ
ー

ク
ル
の
仲
間
た
ち

4
月
26
日
と
27
日
の
両

日
、
全
28
分
会
で
「
群
三
役

学
習
会
」
を
開
催
。
合
計
2

3
5
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
年
の
群
三
役
学
習
会

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
会
・
群

が
直
面
し
て
い
る
課
題
を
出

し
合
い
、
解
決
の
糸
口
を
探

る
こ
と
を
テ
ー
マ
に
開
催
、

率
直
な
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

学
習
会
で
は
、
役
員
の
後

継
者
問
題
と
も
関
連
し
て
、

「
働
き
盛
り
の
仲
間
は
奥
さ

ん
が
群
会
議
に
出
席
す
る
場

合
が
多
く
、
組
合
員
本
人
と

の
接
点
が
な
か
な
か
作
れ
な

い
」
（
大
泉
東
4
群
）
な
ど

の
悩
み
と
と
も
に
、
「
出
席

で
き
な
い
仲
間
を
訪
問
し
た

い
」
（
田
柄
17
群
）
、
「
群

会
議
で
仲
間
の
相
談
に
の

り
、話
し
合
う
こ
と
が
大
事
」

（
関
町
3
群
）
な
ど
群
を
基

礎
に
仲
間
意
識
を
高
め
て
い

く
こ
と
が
重
要
と
の
感
想
が

多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
役
員
の
引
継
ぎ
が

困
難
な
状
況
に
直
面
し
て
い

た
谷
原
台
分
会
で
は
、
こ
の

学
習
会
に
参
加
し
た
6
人
の

後
継
者
層
の
う
ち
5
人
が
新

た
に
分
会
役
員
を
引
き
受
け

る
こ
と
を
決
め
、
学
習
会
で

の
討
論
が
後
継
者
登
場
の
貴

重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

「
不
徳
の
致
す
と
こ
ろ
」

―
当
選
が
決
ま
っ
た
直
後
の

前
川
さ
ん
の
言
葉
は
今
回
の

区
長
選
の
結
果
を
象
徴
す
る

も
の
で
し
た
。

こ
れ
と
は
対
照
的
に
、
4

月
25
日
ひ
ら
か
れ
た
吉
田
さ

ん
の
「
区
長
選
報
告
会
」
に

は
1
0
0
人
以
上
が
集
ま

り
、
今
回
の
選
挙
戦
に
参
加

し
た
仲
間
が
励
ま
し
励
ま
さ

れ
る
清
々
し
い
報
告
会
と
な

り
ま
し
た
。

こ
の
な
か
で
吉
田
さ
ん
は

「
今
回
の
選
挙
は
、
右
（
保

守
）
か
ら
左
（
革
新
）
ま
で

幅
広
い
層
の
仲
間
が
集
ま

り
、
新
し
い
ス
タ
イ
ル
を
確

立
し
た
選
挙
戦
だ
っ
た
」
と

選
挙
戦
の
成
果
を
語
り
、「
選

挙
公
約
の
と
お
り
、
フ
ー
ド

バ
ン
ク
活
動
は
引
き
続
き
支

援
し
て
い
き
た
い
」
と
の
べ

ま
し
た
。

ま
た
、
次
回
の
区
長
選
に

つ
い
て
の
言
及
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
吉
田
さ
ん
の

選
挙
戦
の
母
体
と
な
っ
た

「
練
馬
区
長
交
代
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
は
今
後
も
継
続
し
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

組
合
と
し
て
は
、
今
年
2

月
の
分
会
情
勢
学
習
会
な
ど

で
区
政
と
区
長
選
挙
に
ふ
れ

て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
昨

年
12
月
の
「
く
ら
し
と
仕
事

ア
ン
ケ
ー
ト
」
で
「
区
長
選

挙
の
投
票
に
行
く
」
と
答
え

た
練
馬
在
住
組
合
員
が
3
割

程
度
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

区
民
の
生
活
や
健
康
に
関
り

が
深
い
区
政
と
区
長
選
挙
へ

の
関
心
を
喚
起
す
る
た
め
で

し
た
。

ま
た
、
吉
田
さ
ん
の
推
薦

決
定
後
は
、
3
月
の
群
会
議

で
区
内
在
住
の
仲
間
に
吉
田

さ
ん
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
配

っ
た
り
、
定
期
大
会
で
あ
い

さ
つ
を
い
た
だ
く
な
ど
の
と

り
く
み
を
し
て
き
ま
し
た

が
、
組
合
員
へ
の
宣
伝
と
と

も
に
、
組
合
と
し
て
区
長
選

を
ど
う
た
た
か
う
の
か
、
行

動
提
起
も
含
め
た
具
体
化
の

点
で
課
題
が
残
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
課
題
は
次
の
区

長
選
に
生
か
し
て
い
き
ま
す

が
、
ま
ず
は
今
回
の
区
長
選

の
成
果
を
し
っ
か
り
と
押
さ

え
、
引
き
続
き
区
政
に
つ
い

て
組
合
員
に
知
ら
せ
て
い
く

と
と
も
に
、
練
馬
区
へ
の
要

求
運
動
を
強
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

4
月
29
日
、
共
済
推
進
学
習
会
が
コ
コ

ネ
リ
ホ
ー
ル
で
、
第
45
回
教
宣
小
学
校
が

練
馬
支
部
会
館
で
、
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

共
済
推
進
学
習
会
に
は
45
人
が
参
加

し
、
6
月
の
共
済
推
進
月
間
に
向
け
て
の

方
針
な
ど
を
討
議
。
会
議
の
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
、
月
間
を
推
進
す
る
う
え
で
「
分
会

で
学
習
会
を
や
り
た
い
」
と
の
意
欲
と
と

も
に
、
「
共
済
Ｑ
＆
Ａ
を
作
成
し
て
ほ
し

い
」
「
け
ん
せ
つ
北
部
で
宣
伝
し
て
ほ
し

い
」
な
ど
の
要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

一
方
、
第
45
回
教
宣
小
学
校
に
は
36
人

が
参
加
。
元
本
部
「
け
ん
せ
つ
」
編
集
長

の
向
井
光
也
さ
ん
を
講
師
に
招
き
、
「
分

会
紙
の
役
割
」
と
4
月
発
行
の
各
分
会
紙

を
題
材
に
具
体
的
な
編
集
技
術
を
学
び
ま

し
た
。
実
技
演
習
で
は
要
望
の
多
か
っ
た

「
見
出
し
づ
け
」
を
行
い
、
3
つ
の
例
題

に
挑
戦
し
ま
し
た
。

ま
た
、
編
集
者
と
編
集
を
手
伝
う
仲
間

の
2
人
で
参
加
し
た
分
会
が
13
分
会
あ

り
、
複
数
の
編
集
体
制
の
確
立
に
向
け
た

前
進
も
あ
り
ま
し
た
。

池田 直隆

仲間のつながりを強め、
「組合に相談」の輪を広げよう

区
長
選
の
成
果
を
踏
ま
え
、

自
治
体
要
求
運
動
の
強
化
へ
練馬支部
書記長

拡大達成に向けガンバロー（泉分会）
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組
織
の
強
化
へ「
群
を

基
礎
に
仲
間
意
識
を
」

全
分
会
で
群
三
役
学
習
会
ひ
ら
く

共済推進学習会、
教宣小学校ひらく

共済推進学習会、
教宣小学校ひらく

7
月
開
催「
分
会
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」

に
向
け

7
月
開
催「
分
会
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」

に
向
け

分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
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ルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル
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成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成

旭
町
光
が
丘
分
会

旭
町
光
が
丘
分
会

谷原台分会の群三役学習会

真
剣
な
表
情
で
見
出
し
づ
け
に

挑
戦
（
教
宣
小
学
校
）
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建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ

ス
テ
ム
（
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
）
は
、

建
設
技
能
者
が
、
技
能
・
経

験
に
応
じ
て
適
切
に
処
遇
さ

れ
る
建
設
業
を
め
ざ
し
て
、

技
能
者
の
資
格
や
現
場
で
の

就
業
履
歴
等
を
登
録
・
蓄
積

し
、
能
力
評
価
を
つ
う
じ
て

賃
金
・
単
価
な
ど
処
遇
改
善

に
つ
な
げ
る
仕
組
み
で
す
。

2
0
2
2
年
3
月
末
現

在
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
に
登
録
し
た

建
設
技
能
者
は
8
5
8
、
7

6
8
人
と
85
万
人
を
突
破
し

ま
し
た
。
建
設
技
能
者
の
4

人
に
1
人
が
建
設
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い

る
計
算
で
す
。
練
馬
支
部
の

組
合
員
の
登
録
も
す
で
に

1
、
0
0
0
人
を
超
え
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
能
力
評
価

を
申
請
す
る
練
馬
支
部
組
合

員
も
増
え
て
い
ま
す
。

5
月
7
日
、
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
拡
大
の
影
響
で
休

止
し
て
い
た
「
ね
り
ま
こ

ど
も
ま
つ
り
」
が
3
年
ぶ

り
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

感
染
防
止
の
た
め
、
従
来

の
光
が
丘
公
園
と
石
神
井

公
園
で
の
集
中
開
催
で
は

な
く
、
区
内
17
児
童
館
で

の
分
散
開
催
と
な
り
ま
し

た
。練

馬
支
部
は
、
支
部
事

務
所
近
く
の
中
村
児
童
館

を
担
当
。
対
面
で
時
間
の

か
か
る
木
工
教
室
は
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
「
か

ん
な
が
け
」
体
験
と
、
割

り
箸
と
紙
コ
ッ
プ
で
つ
く

る
「
わ
り
ば
し
風
車
」
づ

く
り
を
実
施
。
技
術
対
策

部
を
中
心
に
11
人
が
指
導

員
と
し
て
参
加
し
ま
し

た
。当

日
、
中
村
児
童
館
に

は
、
保
護
者
も
含
め
4
9

2
人
が
来
場
。
「
か
ん
な

が
け
」
体
験
に
は
行
列
が

で
き
ま
し
た
。
か
ん
な
く

ず
を
お
土
産
に
で
き
る
よ

う
、
ひ
の
き
の
垂
木
を
使

用
。
最
初
は
指
導
員
が
手

を
添
え
て
補
助
し
ま
す

が
、
最
後
は
子
ど
も
が
自

力
で
挑
戦
し
ま
す
。
指
導

員
（
大
工
）
が
デ
モ
ン
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
お
こ
な

う
と
、
「
大
工
さ
ん
す
ご

い
」「
か
っ
こ
い
い
」と
、

子
ど
も
た
ち
か
ら
歓
声
が

あ
が
り
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
に
喜
ん
で
も
ら
え
た

1
日
と
な
り
ま
し
た
。

Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
を
使
っ
た
処
遇

改
善
の
鍵
は
能
力
評
価
で

す
。
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
に
登
録
さ
れ

た
デ
ー
タ
に
基
づ
き
能
力
評

価
に
よ
っ
て
建
設
技
能
者
を

4
つ
の
レ
ベ
ル
に
分
け
、
レ

ベ
ル
ご
と
の
賃
金
目
安
を
各

職
種
の
業
界
団
体
が
決
め
て

処
遇
改
善
を
め
ざ
す
仕
組
み

で
す
。
内
装
で
は
、
レ
ベ
ル

2
で
5
6
0
万
円
、
レ
ベ
ル

3
で
7
0
0
万
円
、
レ
ベ
ル

4
で
8
4
0
万
円
の
年
収
目

安
が
公
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

能
力
評
価
は
経
験
年
数
と

保
有
資
格
・
講
習
と
の
か
け

あ
わ
せ
で
、
最
高
の
レ
ベ
ル

4
か
ら
1
の
4
段
階
で
評
価

さ
れ
ま
す
。
現
在
、
能
力
評

価
基
準
の
あ
る
職
種
は
37
職

種
で
す
（
詳
細
は
国
交
省
の

Ｈ
Ｐ
「
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
ポ
ー
タ
ル

能
力
評
価
」
で
検
索
）
。

評
価
は
、
各
職
種
の
業
界

団
体
が
行
な
い
ま
す
が
、
現

時
点
で
、
電
気
工
事
、
橋
梁
、

防
水
施
工
、
建
設
塗
装
、
左

官
、海
上
起
重
、圧
接
、型
枠
、

サ
ッ
シ
・
カ
ー
テ
ン
ウ
ォ
ー

ル
、
保
温
保
冷
、
タ
イ
ル
張

り
、
道
路
標
識
・
路
面
標
示
、

硝
子
工
事
、
建
築
大
工
の
14

職
種
は
練
馬
支
部
で
申
請
で

き
ま
す
（
組
合
員
の
み
。
申

請
料
は
4
、
0
0
0
円
）
。

現
在
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
に
蓄
積

さ
れ
て
い
な
い
就
業
履
歴

（
年
数
）
を
能
力
評
価
で
使

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
具
体

的
に
は
、
い
ち
ば
ん
古
い
資

格
・
作
業
主
任
者
・
特
別
教

育
等
の
修
了
日
か
ら
Ｃ
Ｃ
Ｕ

Ｓ
カ
ー
ド
を
作
る
ま
で
の
期

間
が
就
業
年
数
と
認
め
ら
れ

ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
は
2

0
2
4
年
3
月
ま
で
。
そ
れ

以
降
は
、
過
去
に
何
年
経
験

が
あ
ろ
う
が
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
カ

ー
ド
を
現
場
で
タ
ッ
チ
し
た

日
数
（
2
1
5
日
で
1
年
と

計
算
）
で
し
か
経
験
年
数
を

み
て
も
ら
え
な
く
な
り
、
就

業
年
数
の
ハ
ー
ド
ル
が
一
気

に
あ
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

早
め
に
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
カ
ー
ド

を
つ
く
っ
て
、
能
力
評
価
申

請
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
Ｃ
Ｃ

Ｕ
Ｓ
の
登
録
と
能
力
評
価
は

支
部
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ

ス
テ
ム
の
能
力
評
価
申
請

は
、
練
馬
支
部
の
仲
間
の
事

業
所
で
も
始
ま
っ
て
い
ま

す
。
桜
台
分
会
所
属
の
株
式

会
社
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｅ
Ｎ
は
主
に
ビ

ル
の
内
装
塗
装
を
手
が
け
る

建
築
塗
装
の
専
門
工
事
会
社

で
す
。
ゼ
ネ
コ
ン
の
仕
事
も

す
る
同
社
は
、
昨
年
の
9
月

か
ら
社
員
の
建
設
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
の
技
能
者
登
録
を
開

始
。
「
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
る
だ

け
で
は
し
ょ
う
が
な
い
。
能

力
評
価
を
受
け
れ
ば
ど
こ
で

も
通
用
す
る
」
と
能
力
評
価

の
申
請
を
社
内
担
当
者
が
よ

び
か
け
、
役
員
・
社
員
8
人

が
今
年
春
に
建
設
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
の
能
力
評

価
（
建
設
塗
装
）
を
申
請
し

ま
し
た
。

登
録
基
幹
技
能
者
や
1
級

技
能
士
が
5
人
い
る
同
社
。

レ
ベ
ル
4
、
レ
ベ
ル
3
な
ど

高
い
評
価
を
受
け
、
先
ご
ろ

ゴ
ー
ル
ド
や
シ
ル
バ
ー
な
ど

レ
ベ
ル
の
色
が
つ
い
た
カ
ー

ド
が
届
き
ま
し
た
。

自
身
も
一
級
建
築
施
工
管

理
技
士
の
資
格
を
持
ち
レ
ベ

ル
4
の
評
価
を
受
け
た
代
表

取
締
役
の
中
屋
敷
（
な
か
や

し
き
）
茂
さ
ん
は
、
「
ゼ
ネ

コ
ン
の
現
場
で
は
カ
ー
ド
リ

ー
ダ
ー
の
設
置
も
す
す
ん
で

い
る
。
能
力
評
価
が
社
員
の

や
る
気
に
つ
な
が
れ
ば
」
と

期
待
を
語
っ
て
い
ま
す
。

①
技
能
者
登
録
と
能
力
評
価
申
請
は
今
が

チ
ャ
ン
ス

4
月
か
ら
6
月
の
間
に
技
能
者
登
録
4
9
0
0
円
、

技
能
評
価
申
請
料
4
，
0
0
0
円
を
納
付
さ
れ
た
方

は
、
全
建
総
連
か
ら
全
額
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
さ
れ
ま

す
（
詳
細
は
支
部
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

②
組
合
の「
資
格
講
習
共
済
」が
新
た
に
ス

タ
ー
ト

建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
の
能
力
評
価
で
必

要
に
な
る
の
が
資
格
・
講
習
。
特
別
教
育
も
年
齢
に
か

か
わ
ら
ず
給
付
が
受
け
ら
れ
る
新
し
い
「
資
格
講
習
共

済
」
が
4
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
技
能
士
、
施

工
管
理
技
士
、
電
気
工
事
士
な
ど
の
資
格
の
ほ
か
、
作

業
主
任
者
講
習
、
技
能
講
習
、
特
別
教
育
な
ど
が
対
象

で
す
（
く
わ
し
く
は
「
ど
け
ん
共
済
会

資
格
講
習
共

済
」
で
検
索
）
。

評価が社員のやる気につながれば評価が社員のやる気につながれば

Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
カ
ー
ド
を
つ
く
っ
た
ら
、

能
力
評
価
を
申
請
し
よ
う
！

技能者登録85万人を超える技能者登録85万人を超える

役員・社員8人の能力評価を申請
株式会社ＫＯＳＥＮ

建設キャリア
アップシステム
建設キャリア
アップシステム
建設キャリア
アップシステム

練
馬
支
部
組
合
員
も

1
、0
0
0
人
以
上
が
登
録

Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
を
使
っ
た

処
遇
改
善
の
鍵
は
能
力
評
価

社長の中屋敷茂さん

「大工さん、かっこいい」
3年ぶりに「ねりまこどもまつり」開催

練馬支部は中村児童館で
かんなかけ体験など実施

練馬支部は中村児童館で
かんなかけ体験など実施

の
ん
び
り
し
て
ら
れ
な
い

過
去
の
就
業
年
数
が
認
め
ら
れ
る
の
は

2
0
2
4
年
3
月
ま
で
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▼第93回中央メーデー

5月1日、第93回中央メーデー
が代々木公園イベント広場で開
催。会場には2900人が集まり、練
馬支部からも60人が参加しまし
た。今年のメーデーは、新型コロ
ナ対策、賃上げ、物価高騰の問題
とともに、ロシアのウクライナ侵略を糾弾し、「国連憲章に基づく
平和秩序の回復」と「憲法を生かした平和な日本をつくるための幅
広い共闘」をよびかけました。

▼現場のパワハラを組合が交渉、謝罪と再発防止を
約束させる

大泉東分会の仲間（造園・一人親方）から「ゼネコンが元請の2
つの現場で、同社の所長や監督からパワハラを受けた」との相談が
組合に寄せられました。①安全靴を忘れ地下足袋で入場した際に、
その旨を申告したにもかかわらず、監督からＫＹボードの角でつま
先を圧迫された、②粉塵のひどい現場で所長に「防塵対策をお願い
したい」と依頼したところ、強い口調で拒否され「気に入らないの
なら帰れ」とつめられた、というものです。
当該ゼネコンの各当事者、建築部長をよび、本人、練馬支部、土

建本部、全建総連東京都連で話し合いの場を設け、先方からは「本
当に申し訳ないことをした。今後このようなことは起こさない」と
謝罪があり、書面で再発防止策も提出されました。
現場環境の改善は重要です。現場での困りごとや相談は組合へ。

▼労働者供給事業 登録説明会（大工職と解体職）を
開催します

飯田グループ傘下のアイディーホーム（パワービルダー）から全
建総連関東地協に大工の労働者供給について相談があり、労働条件
等の協議など労働協約締結の準備をすすめています。東京土建本部
で以下の日程で大工職と解体職を対象とした登録説明会を行いま
す。参加を希望される方は仮登録が必要となるので、支部事務所ま
でご連絡ください。
【日程】①6月13日（月）19時から21時

②7月23日（土）10時から12時
会場はいずれも東京土建本部

▼都内の建設業の死傷事故が急増 安全管理の徹底を

今年1月と2月に都内で起きた建設業の死傷事故が189件と急増
しています。練馬支部に寄せられた5月の労災事故報告は7件でし
た。安全管理にご注意ください。

▼解体・改修工事の石綿事前調査結果の
電子報告が始まっています

4月から80㎡以上の解体工事、100万円以上の改修工事のアスベス
ト事前調査結果を、労働基準監督署と自治体に報告する制度が始ま
っています。報告は、原則としてパソコン・スマートフォンで、石
綿事前調査結果報告システムから電子申請で行います。同システム
を利用するには「ＧビズＩＤ」を取得する必要があります。ネット
で厚生労働省「石綿総合ポータルサイト」から登録します。

▼4月から偽装「一人親方」防止策強化の
「ガイドライン」を改訂（国交省）

国交省は、建設業における社会保険加入など規制逃れを目的とし
た「偽装一人親方」化防止に向けた「下請けガイドライン」を改訂。
「元請の責任・役割として、現場に入場する技能者が適正な一人親
方か、雇用契約を締結すべき雇用労働者にあたるのかを十分確認す
る必要があり」、「雇用労働者に該当する一人親方へ業務を発注し
ている下請企業に対し、雇用契約の締結や社会保険加入を促す」と
しています。元請の指導に応じない場合には現場入場を認めない扱
いになります。適正でない一人親方の基準として「ＣＣＵＳレベル
2以下で職長クラスの能力がない」場合等があげられていますが、
さらに検討を行い。「2023年度に一定の道筋を示す」としています。

▼東京労働局が「働き方改革」の建設業への
施策の徹底を推進

東京労働局は2024年度に時間外労働の上限規制が建設業に適用さ
れることを見据え、建設業の働き方改革を推進する施策を本格化さ
せることを発表。2024年からは原則として月45時間、年360時間を超
えることができなくなります。同労働局は、週休2日制の推進や適
正な工期設定を求めていくとしています。組合でも「働き方改革」
への対応を具体化していきます。
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先月号に掲載した「２０２２年度練馬支部新役員」に一部誤りがありまし
た。お詫びしてあらためて掲載します。
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